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政治・国際

2 0 2 1 年 0 1 ⽉ 2 3 ⽇

「世界⼤学ランキングのための⼤学改⾰」という愚
策（上）
⽇本政府は英国の国家戦略に踊らされている
⼭内康⼀  衆議院議員

「世界⼤学ランキング」とは何か

 安倍元総理肝いりの教育再⽣実⾏会議の提⾔を受け、政府は 2 0 1 3年「⽇本再
興戦略」で⼤学改⾰にふれ、「今後 1 0年間で世界⼤学ランキングトップ 1 0 0にわ
が国の⼤学が 1 0校以上⼊ることを⽬指す」とした。

 それから 7年がたつが、⽬標達成にはほど遠い。しかし、「世界⼤学ランキン
グトップ 1 0 0校⼊り」をめざした事業が実施され、⼤学への助成制度や⼤学運営
に⼤きな影響を与えてきた。たとえば、 2 0 1 4年から「スーパーグローバル⼤学
創⽣⽀援」事業（注）が始まり、 3 7の⼤学が選ばれた。政府が世界⼤学ランキン
グの評価指標に合わせた⼤学改⾰を推奨し、それに従って⼤学改⾰が進んでい
る。

スーパーグローバル⼤学創成⽀援事業のウェブサイトから

 ⽇本の⼤学改⾰に⼤きな影響をあたえている「世界⼤学ランキング」とはそも
そも何だろうか。もっとも有名な⼤学世界ランキングは、タイムズ・ハイアー・
エデュケーション（ T i m e s  H i g h e r  E d u c a t i o n︓ T H E）とクアクアレリ・シモ
ンズ（ Q u a c q a r e l l i  S y m o n d s︓ Q S）の 2社のランキングであろう。ちなみに 2

社はどちらも英国の営利企業だ。
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 まずはタイムズ・ハイアー・エデュケーションの最新の世界⼤学ランキングの
トップ 1 0を⾒てみよう。

1 .  オックスフォード⼤学  【英国】
2 .  カリフォルニア⼯科⼤学【⽶国】
3 .  ケンブリッジ⼤学  【英国】
4 .  スタンフォード⼤学  【⽶国】
5 .  マサチューセッツ⼯科⼤学（M I T）【⽶国】
6 .  プリンストン⼤学  【⽶国】
7 .  ハーバード⼤学  【⽶国】
8 .  エール⼤学  【⽶国】
9 .  シカゴ⼤学  【⽶国】
1 0 .  インペリアル・カレッジ・ロンドン【英国】

オックスフォードの街並み。聖マリア⼤学教会の塔から「尖塔の街」が⼀望できる
＝ 2 0 1 3年 1 1⽉ 2 8⽇

 ⽶国 7校、英国 3校と⽶英両国でトップ 1 0を完全に独占している。次にQ Sの世
界⼤学ランキングのトップ 1 0を⾒てみよう。

1 .  マサチューセッツ⼯科⼤学（M I T）【⽶国】
2 .  スタンフォード⼤学  【⽶国】
3 .  ハーバード⼤学  【⽶国】
4 .  オックスフォード⼤学  【英国】
5 .  カリフォルニア⼯科⼤学【⽶国】
6 .  スイス連邦⼯科⼤学チューリッヒ校  【スイス】
7 .  ケンブリッジ⼤学  【英国】
8 .  ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン【英国】
9 .  インペリアル・カレッジ・ロンドン【英国】
1 0 .  シカゴ⼤学  【⽶国】

 Q Sのランキングのベスト 1 0のうち、⽶国の⼤学が 5校、英国の⼤学が 4校、ス
イスの⼤学が 1校。⽶英の⼤学がほぼ独占しているのはタイムズ・ハイアー・エ
デュケーションと変わらない。
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⽶マサチューセッツ⼯科⼤学＝ 2 0 1 2年 1 1⽉ 3 0⽇

英国による、英国のためのランキング

 蛇⾜だが、 8位のユニバーシティ・カレッジ・ロンドンに属する教育研究所
（ I n s t i t u t e  o f  E d u c a t i o n）が筆者の⺟校（修⼠課程）である。

 だがその筆者も、これらのランキングは英国の⼤学に有利にできているのでは
ないかと疑っている。そもそも、タイムズ・ハイアー・エデュケーションも Q S

も英国の営利企業であることを忘れてはならない。

 オックスフォード⼤学の苅⾕剛彦教授（教育社会学）も、著書のなかで次のよ
うに述べている。

 「 1 9 9 9 年に⾸相の肝煎りでイギリスの⾼等教育グローバル化政策が本格化
し、さらに 2 0 0 6年にはその第 2段⽬のロケットに点⽕がなされた。 2 0 0 0年代に
⼊って急拡⼤する⾼等教育のグローバル市場で優位な地位を占めるための政策で
ある。このような動きが本格化する時期にイギリスの有⼒誌が世界⼤学ランキン
グを発表するようになったのである。 T H Eのランキングではイギリスの⼤学がア
メリカの⼤学と並んで常に上位を占める。このような動きの連動を偶然と⾒る
か、それとも国家的なマーケティング戦略と⾒るか。偶然と⾒るにはあまりに話
ができすぎている。」

 ここに出てくる「 1 9 9 9年の⾸相」はブレア⾸相だが、ブレア政権は選挙でも
外交でもマーケティング⼿法を使うのが特⾊だった。英国政府は⾼等教育のグ
ローバル化と市場化を進め、そのためのマーケティングの道具として世界⼤学ラ
ンキングをうまく活⽤していると⾔える。

 英国政府は、⼤学を「輸出産業」と位置づけ、留学⽣受け⼊れを外貨獲得⼿段
としてきた。留学⽣が落とすお⾦も重要だが、さらに留学⽣が英国式の思考様式
や⽂化になじみ、親英的になって⺟国へ戻ることを期待しており、外交戦略上も
留学⽣受け⼊れは重要だ。実際に英国留学組の多くは⺟国に帰って出世してい
る。国家戦略として留学⽣受け⼊れ策があり、それを推進する上で英国の⼤学が
上位に⼊る世界⼤学ランキングは重要なツールとなっている。

 教育の世界に競争原理や市場原理を本格的に持ち込んだのはサッチャー⾸相の
教育改⾰だ。そこで「⼤学市場」における市場のルールを作るのが英国政府や英
国企業であれば、英国の⼤学が有利になって当然だ。タイムズ・ハイアー・エ
デュケーションも Q Sも英国企業なので、両社の関係者には英国の⼤学で学んだ
⼈が多いだろう。⾃らが学んだ⼤学に有利なルールを定めるのは、意図的か否か
は別として、⾃然な流れである。世界⼤学ランキングが、公平公正でも中⽴的で
もなく、英国バイアスのかたまりのようなランキングでも不思議ではない。
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評価は指標ひとつで劇的に変わる

 ランキングの宿命ではあるが、評価指標のとり⽅ひとつで順位が劇的に変わ
る。

 2 0 1 6 年にタイムズ・ハイアー・エデュケーションのアジア⼤学ランキング
で、 2 0 1 5年に 1位だった東京⼤学が⼀気に 7位まで下がった。常識的に考えて、
たった 1年で東京⼤学の教育研究レベルが急激に下がることはない。同時にたっ
た 1年でアジア圏の他⼤学が⼀気にレベルアップしたとも考えにくい。単に評価
指標が変わったために、東京⼤学が 1位から 7位に転落しただけだ。評価指標を替
えただけで、 1位から 7位に⼀気に順位が転落するランキングはおかしい。

東京⼤学本郷キャンパスの⾚⾨＝ 2 0 1 7年 3⽉ 1 6⽇、東京都⽂京区

 また、ある指標を改善すれば⼤学ランキングの順位が⼀気に上がるとなると、
⼈材や資⾦などのリソースをその指標の数値を上げるためだけに投⼊する⼤学が
出てくる。教育や研究の質を上げるためではなく、評価指標のポイントを上げる
ためだけにリソースを投⼊することが、⼤学教育の質を上げるとは到底思えな
い。

 たとえば、外国⼈教員の⽐率を上げると、ランキングの順位は上がる。あるい
は、産業界の資⾦（ i n d u s t r y  i n c o m e ）の割合が増えるとランキングが上が
る。となると、そのことに⼤学は重点的に取り組む。たとえば、あるポストに外
国⼈の応募者よりも適性の⾼い⽇本⼈応募者がいたとしても、外国⼈⽐率を上げ
るという⽬的に照らし、より適性の低い外国⼈応募者を採⽤するかもしれない。
⽇本⼈のポストドクターの就職難が問題になるなかで、⽇本⼈のポスドクよりも
外国⼈を採⽤するインセンティブになってしまう可能性がある。

 産業界からの収⼊も世界⼤学ランキングの重要な評価指標だが、産業界の資⾦
が⼊るのは理⼯系の学問が中⼼であり、⼈⽂社会科学系の調査研究には産業界の
資⾦は⼊りにくい。また、企業の資⾦は、基礎研究よりもすぐに製品化できる応
⽤研究に流れる傾向があり、世界⼤学ランキング重視は基礎研究を軽視する傾向
を強めてしまう。そもそも資⾦源が教育研究のレベルを左右するとは限らない。
外部資⾦獲得のための申請書づくりや報告書づくりに追われるよりも、⾃由度の
⾼い国の交付⾦の⽅が研究に役⽴つかもしれない。

 東京⼤学などは国の資⾦の割合が⾼いことが、世界⼤学ランキングの順位を下
げることにつながっているが、それが問題だとは思わない。さらに世界を変える
研究成果の多くは、政府による公的助成で成し遂げられてきた。インターネット
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も G P Sも⽶国政府の公的資⾦による研究の成果である。新型コロナウイルスのワ
クチン開発の多くも世界中の政府助成によってなされている。

 さらに問題なのは、世界⼤学ランキングの「英語バイアス」である。学術レベ
ルを評価する際に英語論⽂の引⽤数だけがカウントされる。⽇本語やドイツ語、
ロシア語、フランス語などで書かれた論⽂は評価対象にならない。

 理⼯系の学術論⽂は英語で書くことが多いかもしれない。しかし、⼈⽂系や社
会科学系の論⽂は、⽂化的背景や⾔語表現が重要であるため、英語で書く必要性
は低い。⽂系の学問は⾔葉と⽂化の壁が厚く、世界⼤学ランキングでも英語圏の
⼤学が圧倒的に有利になる。⽇本の⼤学は理⼯系の評価が⾼い⼀⽅で、⽂系は国
際評価が低い傾向にある。それは⽇本の⽂系の学問的レベルが低いためではな
く、英語であまり発信していないためだろう。

 英国が仕かけた「⾼等教育のグローバル化」という名の「⾼等教育の英語化・
英国化」の戦略にまんまと踊らされているのが⽇本政府の⼤学政策ではないだろ
うか。

 苅⾕剛彦教授は次のように⾔う。

 「競争（ゲーム）のルールをつくり、序列（ランキング）づくりのための評価
基準を設定しているのは、⾼等教育市場の獲得競争に乗り出した英語圏の国々で
ある。そこには明確な戦略思考と、政策意図が込められていた。英語という⾔語
資本を利⽤できる⽴場にある国々が、⼤学という機関＝制度を使って、資本や⼈
材を集めるグローバル競争をしかけ、市場での優位を確保し、知識⽣産・伝達の
ヘゲモニーを握ろうとしているのだ。」

 つまり戦略のない⽇本が、英国の戦略にまんまと乗せられている構図だ。安倍
政権で「世界⼤学ランキングトップ 1 0 0にわが国の⼤学が 1 0校以上」という愚か
な⽬標を設定したのは、おそらく経産省あたりから出向していた官邸官僚（＝⽂
部科学省の官僚ではない）だろう。教育⾏政の専⾨家の判断とは思えないし思い
たくもない。

教育再⽣実⾏会議の鎌⽥薫座⻑（左）から提⾔を受け取る安倍晋三⾸相（当時）。
世界⼤学ランキングの⽬標値を盛り込んだ提⾔は 5⽉に⼿渡された＝ 2 0 1 3年 4⽉ 1 5
⽇、⾸相官邸

英語圏、 “準英語圏 ”、⾮英語圏のランキングは

 次に世界⼤学ランキングのトップ 1 0 0にどういう国の⼤学が何校⼊っているか
⾒てみる。タイムズ・ハイアー・エデュケーションのトップ 1 0 0校の国別順位は
以下の通りである。
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4 0校︓  ⽶国
1 1校︓  英国
8校︓  ドイツ
7校︓  オランダ
6校︓  オーストラリア
5校︓  カナダ
4校︓  スイス
3校︓  中国、⾹港、フランス
2校︓  ⽇本、シンガポール、韓国、スウェーデン
1校︓  ベルギー、フィンランド

 ⽶国の圧倒的強さが際⽴つ⼀⽅、ドイツやオランダといった欧州勢がやや優勢
で、アジア勢は低調である。

 次にQ Sの世界ランキングのトップ 1 0 0校の国別の内訳を⾒てみる。

2 9校︓  ⽶国
1 8校︓  英国
7校︓   豪州
6校︓   中国
5校︓   ⽇本、韓国、⾹港
3校︓   ドイツ、フランス、スイス、カナダ
2校︓   オランダ、シンガポール、スウェーデン
1校︓   ニュージーランド、ロシア、アルゼンチン、デンマーク、マレー
シア、ベルギー、台湾

 タイムズ・ハイアー・エデュケーションと⽐較すると、世界中の⼤学がランク
インしており、多少はバランス感覚がある気がする。他⽅、圧倒的な国⼒と⼈⼝
（ 3億 3千万⼈）の⽶国の 2 9校はわかる気もするが、⼈⼝（ 6千 6百万⼈）の英国
の 1 8校は、ちょっと英国びいきが過ぎる印象だ。⽇本も Q Sだとトップ 1 0 0に５
校⼊っており、やや健闘している。しかし、政府がめざす「トップ 1 0 0に 1 0校」
を達成しているのは⽶国と英国だけだ。

 やはり世界⼤学ランキングは英語圏の国が圧倒的に有利であることが再確認で
きる。シンガポールや⾹港も英語が公⽤語なので「英語圏」と呼んで差し⽀えな
いだろう。

 あわせて、いわば「準英語圏」も有利である。「準英語圏」とは私の造語だ
が、「授業で英語の教科書を使ったり、教授⾔語が英語である国」を指すことと
定義する。

 たとえば、オランダやフィンランドなどの⼩国は、⺟語の出版マーケットが狭
いため、学術書や専⾨書を⺟語で出版することが難しく、英語のテキストや学術
書に頼らざるを得ないケースが多いだろう。たとえば、⺟語話者の⼈⼝が 1 0 0 0

万⼈に満たないような⼩国では、電⼦⼯学や⾏動経済学といった細分化した分野
の専⾨書は⺟語で出版されないケースが⼤半だと推測される。そういう国の教員
や学⽣は⽇ごろから英語で最先端の情報を得る必要があり、英語で評価される⼤
学世界ランキングでも有利になるだろう。

 ⽇本ほど翻訳書⽂化が根づいた国は珍しい⼀⽅で、欧州などの⼩国ではエリー
トは英語や仏語の⽂学作品や学術書を外国語で読むのが当たり前という雰囲気が
ある。⼩さい頃から外国語で本を読む習慣がある国で⽣まれ育つと、英語に対す
る抵抗感も少なく、英語⼒は⾼くなる。さらに⾔語間の距離という点でも欧州諸
国の⾔語は英語に近く、英語への抵抗感は少ない。そういった国の学者や研究者
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が英語で論⽂を読んだり書いたりするのは⾃然なことだ。⾃国の⺟語の読者層が
薄いので、英語で発信しないと多くの⼈が読んでくれない。他⽅、⽇本語や中国
語、フランス語、ドイツ語、ロシア語であれば、⼀定程度の⺟語の出版マーケッ
トと分厚い読者層があるため、⺟語で論⽂を書くことも当然多くなる。

明治期の造語のおかげで

 また、抽象的な学術⽤語が⺟語には少ないため、⺟語で論⽂を書けない国も発
展途上国には多い。たとえば、ネパール語やヨルバ語（ナイジェリア）などの⾔
語には学術⽤語が少ないため、旧宗主国の⾔語（英語）で論⽂を読んだり書いた
りせざるを得ない。

 明治の先⼈たちが欧⽶の書物を翻訳する過程で抽象的概念を表す⽤語を多く造
語したおかげで、⽇本⼈は⽇本語で⼤学教育を受け、⽇本語で論⽂を読み書きで
きる。「経済」「階級」「意識」といった⾔葉は明治期の⽇本⼈の造語（和製漢
語）だが、中国にも輸出された。欧⽶の学術⽤語を上⼿に翻訳できたおかげで、
⽇本では先進的な学問を多くの国⺠が⺟語で学ぶことが可能になり、⽇本の近代
化や経済⼤国化、そして⼤学教育の⼤衆化に貢献した。しかし、外国語に頼らな
くても済むおかげで、その代償として低い外国語の運⽤能⼒という別の問題が⽣
じた。

 以上のような背景もあり、フランス、ドイツ、ロシア、⽇本などの⾮英語圏の
国は、世界⼤学ランキングでは圧倒的に不利になる。⾼等教育を⺟語で受けられ
るがゆえの不利である。⽇本、フランス、ドイツ、ロシアなどのノーベル賞受賞
者の⼈数、科学技術のレベル、経済⼒などを勘案すれば、⾮英語圏の国は世界⼤
学ランキングで損をしていることは明らかだ。

 このような不公平なランキングを国家の政策⽬標の指標にすべきではない。

「世界⼤学ランキングのための⼤学改⾰」という愚策（下）は、○⽉○⽇
○時に公開予定です。

 【注】
 オックスフォード⼤学の苅⾕剛彦⽒は、「スーパーグローバル⼤学」という名称が和
製 英 語 で あ り 、 英 語 と し て お か し い 点 を 指 摘 し て い る 。 ⽂ 部 科 学 省 の 正 式 な 英 訳 で は
「 T o p  G l o b a l  U n i v e r s i t y」となっており、同省も「スーパーグローバル⼤学」では英
語として通⽤しないことは理解している。教育再⽣実⾏会議の委員には教育の専⾨家で
はない財界⼈や⽂化⼈が多く含まれ、そういう⼈たちへの「ウケ」を狙って和製英語の
「スーパーグローバル⼤学」などという専⾨家からバカにされかねない⽤語を使ったも
のと邪推される。教育再⽣実⾏会議とその前⾝の教育再⽣会議の委員は、教育の専⾨外
の委員の割合が⾼く、エビデンスに基づかない「床屋談義」レベルの教育論がしばしば
⾒られ、教育専⾨家の多くは評価していないことは付記しておきたい。

レコメンド（提供︓O u t b r a i n）



2021/1/22 「世界⼤学ランキングのための⼤学改⾰」という愚策（上） - ⼭内康⼀｜論座 - 朝⽇新聞社の⾔論サイト

https://stage-webronza.asahi.com/politics/articles/2021012100001.html?page=1&Staging_Id=qa2bno0rp0pev4l1e2vnqkr75j&paging=all 8/8

R e c o m m e n d e d  b y

家に改造してしまった旅
客機の機内が信じられな
い程素晴らしく、衝撃的
「ティップ アンドトリック」

P R

⼩室圭さんは留学で特別
待遇されるのは当然だ
論座

佳⼦様が反乱を起こした
相⼿は⽗親ではない (上 )
論座

東京の葬儀費⽤はあなた
を驚かせるかもしれませ
ん
葬儀 |  検索広告

P R

⼩保⽅晴⼦さんを（今度
こそ）忘れよう
論座

饗宴の儀、雅⼦さまのフ
リルと美智⼦さまのケー
プ
論座

コメント0件 並び替え 

Facebookコメントプラグイン

古い順

コメントを追加...

掲載の記事・写真の無断転載を禁じます。すべての内容は⽇本の著作権法並びに国際条約により保護
されています。
C o p y r i g h t  ©  T h e  A s a h i  S h i m b u n  C o m p a n y .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d .  N o  r e p r o d u c t i o n  o r
r e p u b l i c a t i o n  w i t h o u t  w r i t t e n  p e r m i s s i o n .

https://www.outbrain.com/what-is/default/japanese
https://developers.facebook.com/products/social-plugins/comments/?utm_campaign=social_plugins&utm_medium=offsite_pages&utm_source=comments_plugin

